
節分というのは「季節を分ける」という意味です。ですから、もともと節分は、春、
き せ つ わ い み はる

夏、秋、冬の４回ありました。今では立春の前日をさすことがほとんどです。 昔 は立
なつ あき ふゆ かい いま りっしゅん ぜんじつ むかし

春で冬が終わり、新年が始まると 考 えられていました。そのため節分は、「おおみそ
お しんねん はじ かんが

か」のように大切にされ、行事として伝えられてきました。 
たいせつ つた

節分には、豆まきをする習 慣がありますが、これは中国から伝わったと言われて
まめ しゅうかん ちゅうごく い

います。 新 しい年を迎える前に、悪いものを払うために 行 われました。大切な作物
あたら とし むか まえ わる はら おこな さくもつ

である豆には穀物の霊が宿っていて、その力が悪霊をしりぞけると考えられていまし
こくもつ れい やど あくりょう

た。また、ヒイラギの枝に焼いたイワシの 頭 を刺したものを玄関に飾る習慣もありま
えだ や あたま さ げんかん かざ

す。これは、ヒイラギのとがった葉やイワシの臭いを、鬼が嫌がって厄よけになるとさ
は にお おに いや やく

れているためです。 

また、豆まきの後は、年の数だけ豆を食べて、 
あと かず た

１年の無病息災を祈るという習慣もあります。 
むびょうそくさい いの

みなさんも福豆を食べて元気に過ごしましょう。 
ふく げ ん き す
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２月　　日（　　） 節分はどんな行事 

せつぶん ぎょうじ


